
２００２・８・４ 広報

平
和
の
つ
ど
い
開
催
時
に
、
平
和
へ
の
誓

い
を
込
め
て
献
呈
す
る
千
羽
鶴
を
募
集
し
ま

す
。

◇
対
象

個
人
で
も
団
体
で
も
結
構
で
す
。

◇
注
意

折
鶴
は
す
べ
て
、
糸
な
ど
を
用
い

て
つ
な
げ
、
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

し
て
く
だ
さ
い
。

差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
名
札
も
お
付
け
く

だ
さ
い
。

ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
８
月
９
日
–

ま
で
に
、企
画
経
営
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
を
願
う

式
典
で
す
。
手
話
通
訳
付
き
。

内
容
は
、
献
花
、
コ
U

ラ
ス
（
女
声
合
唱

「
ラ
ベ
ン
ダ
U

」）、
追
悼
と
平
和
祈
念
の
こ

と
ば
、「
平
和
へ
の
手
紙
」
朗
読
（
う
い
ろ

う
の
会
）、
黙
と
う
。

ほ
か
に
、
会
場
ホ
ワ
イ
エ
で
平
和
カ
レ
ン

ダ
U

を
展
示
。

■
中
国
帰
国
者
の
会
三
鷹
支
部
に
よ
る
展
示

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
20
分

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ワ
イ
エ

■
三
鷹
市
被
爆
者
の
会
に
よ
る
被
爆
証
言

午
後
０
時
20
分
〜
50
分

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ワ
イ
エ

■
平
和
映
画
上
映
会

午
後
１
時
〜
４
時（
開
場
午
後
０
時
50
分
）

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ー
ル

◆
「
山
の
郵
便
配
達
」（
午
後
１
時
〜
２
時

33
分
）

80
年
代
の

中
国
南
方
の

山
岳
地
帯

で
、
郵
便
配

達
を
引
退
す
る
父
と
息
子
の
旅
を
通
し
て
、

自
然
と
家
族
の
絆
を
描
く
。

◆
ア
ニ
メ
「
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き
た
」

（
午
後
２
時
42
分
〜
４
時
）

戦
争
の
さ

な
か
で
も
、

象
の
命
を
守

っ
た
人
々
の

心
を
伝
え
る

感
動
の
実
話
。

▼
い
ず
れ
も
、
当
日
直
接
会
場
へ
。

三
鷹
市
民
の
平
和
へ
の
お
も
い
が
託
さ

れ
、
多
く
の
方
か
ら
の
浄
財
に
よ
り
仙
川
公

園
に
建
立
さ
れ
た
「
平
和
の
像
」
の
前
で
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

▽
献
花
・
千
羽
鶴
献
呈
、「
平
和
へ
の
手
紙

（
平
成
９
〜
13
年
度
抜
粋
）」
朗
読
（
う
い
ろ

う
の
会
）
、
黙

と
う※

終
了
後
、

戦
没
者
追
悼

式
・
平
和
祈
念

式
典
の
会
場

（
三
鷹
市
公
会

堂
）
ま
で
連
絡

バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

昭
和
20
年
、
８
月
６
日
広
島
、
９
日
長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
同
月
15
日

に
終
戦
を
迎
え
て
か
ら
、
半
世
紀
以
上
の

年
月
が
経
っ
た
今
、
世
界
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
テ
ロ
事
件
や
地
域
紛
争
な
ど
に

よ
り
、
未
だ
に
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
文
学
・
歴
史
・
教
育
の
視
点

か
ら
、
回
想
記
・
体
験
記
・
レ
ポ
U

ト
の

形
式
で
綴
っ
た
、
戦
争
・
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
東
京
の
戦
争
」

吉
村
昭
著
　
筑
摩

書
房

「
星
へ
の

旅
」
「
戦
艦

武
蔵
」
「
破

獄
」
「
天
狗

争
乱
」
な
ど

の
著
書
で
知
ら
れ
る
市
内
在
住
の
作
家
・

吉
村
昭
の
作
品
。
２
０
０
１
年
刊
。「
地

方
に
身
を
寄
せ
る
先
も
な
か
っ
た
私
は
、

戦
時
中
の
み
な
ら
ず
終
戦
後
も
東
京
か
ら

は
な
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
略
）
首

都
で
日
々
を
過
ご
し
た
人
間
は
限
ら
れ
て

い
て
、そ
の
庶
民
生
活
を
書
き
残
す
の
も
、

一
つ
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」。

終
戦
時
18
歳
だ
っ
た
著
者
が
、
東
京
で

過
ご
し
た
戦
中
・
戦
後
を
振
り
返
る
貴
重

な
回
想
記
。「
す
べ
て
が
奇
妙
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
奇
妙
と
も
感
じ
ぬ
時
代
で
あ

っ
た
。
不
可
思
議
な
時
代
を
く
ぐ
り
ぬ
け

て
き
た
も
の
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
何
気

な
い
言
葉
だ
が
著
者
の
心
が
感
じ
ら
れ
胸

を
打
つ
。

◆
「
こ
の
国
で
戦
争
が
あ
っ
た
」

Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
編
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

池
波
正
太

郎
、
田
辺
聖

子
、
永
六
輔

ら
著
名
人
38

人
が
語
る

「
戦
争
」
体
験
記
。
戦
争
直
前
、
戦
中
、

戦
争
直
後
に
生
き
た
語
り
手
た
ち
の
思
い

が
伝
わ
る
選
集
。

◆
「
非
戦
」

坂
本
龍
一
＋
ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ

ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｐ
ｅ

ａ
ｃ
ｅ
監
修
　
幻
冬
舎

今
世
界
中

で
起
き
て
い

る
戦
争
や
紛

争
を
取
り
上

げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
平
和
」
へ
の
思
い
を
集
め
た
１
冊
。

監
修
者
は
「
こ
の
暴
力
の
連
鎖
と
い
う
煉

獄
か
ら
、
人
類
は
ど
う
や
っ
て
這
い
上
が

る
の
か
。（
略
）
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。
ど
こ
に
希
望
を
見
出
し
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
答
え
や
ヒ
ン

ト
が
、
こ
の
本
に
は
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
」
と
語
る
。

◆
「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
―
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現

場
か
ら
」

フ
ォ
ス
タ
U

・
プ
ラ
ン
・
オ

U

ス
ト
ラ
リ
ア
著
　
明
石
書
店

世
界
57
カ

国
で
子
ど
も

に
焦
点
を
あ

て
た
開
発
援

助
を
行
っ
て

い
る
団
体
「
フ
ォ
ス
タ
U

・
プ
ラ
ン
」
が

中
心
に
な
っ
て
ま
と
め
た
報
告
書
。

現
在
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
直
面
し

て
い
る
貧
困
、
飢
餓
、
児
童
労
働
、
環
境

汚
染
と
い
っ
た
社
会
問
題
に
つ
い
て
実
情

を
レ
ポ
U

ト
し
て
い
る
。
同
団
体
は

「
人
々
の
権
利
と
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
世
界
を
実
現
す

る
こ
と
」
を
目
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。同

団
体
の
事
務
局
長
は
、「
日
本
に
お

い
て
も
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
通

じ
こ
の
本
が
活
用
さ
れ
る
機
会
を
得
た
こ

と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
語
っ
て
い
る
。
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の

平
和
を
考
え
る
足
が
か
り
と
な
る
１
冊
。

く
わ
し
く
は
、
三
鷹
図
書
館
（
本
館
）

ò
43
―
９
１
５
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
平
和
を
み
つ
め
る
」

164

今
か
ら
57
年
前
の
８
月
、
人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
が
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

８
月
15
日
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
よ
う
や
く
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
８
月
は
、
平
和
へ
の
祈
り

を
新
た
に
す
る
と
き
で
す
。
風
化
し
つ
つ
あ
る
過
去
の
戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
学
び
、
次
世
代
に
伝

え
、
今
の
平
和
を
守
る
こ
と
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
は
、
昭
和
57
年
に
「
三
鷹
市
非
核
都
市
宣
言
」
を
制
定
し
、
平
成
４
年
に
は
「
三
鷹
市
に
お
け
る

平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
20
周
年
、
10
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
市
で
は
、
積
極
的
な
平
和
事
業
の
推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
８
月
を
平
和
強
調
月
間
と
し
て
、

今
年
も
平
和
展
や
８
月
15
日
の
平
和
の
つ
ど
い
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５
・
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１
５

平
和
の
つ
ど
い

午
前
９
時
〜
９
時
45
分

仙
川
公
園
・
平
和
の
像
前

■
平
和
へ
の
誓
い
を
込
め
て

千
羽
鶴
を
折
っ
て
く
だ
さ
い

戦
没
者
追
悼
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
典

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
５
分

三
鷹
市
公
会
堂

◇
協
力
団
体

三
鷹
市
遺
族
会
・
憲
法
を
記
念
す

る
三
鷹
市
民
の
会
・
各
住
民
協
議
会
・
三
鷹
市
被

爆
者
の
会
・
中
国
帰
国
者
の
会
三
鷹
支
部
・
世
界

連
邦
運
動
協
会
三
鷹
支
部
・
¬
三
鷹
国
際
交
流
協

会
・
三
鷹
市
の
福
祉
を
す
す
め
る
女
性
の
会
・
三

鷹
市
公
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
三
鷹
市
消
費
者

団
体
連
絡
会
・
東
京
三
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

東
京
三
鷹
ロ
U

タ
リ
U

ク
ラ
ブ
・
東
京
井
の
頭
ロ

U

タ
リ
U

ク
ラ
ブ
・
三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会
・

三
鷹
青
年
会
議
所
・
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
・
三

鷹
市
合
唱
連
盟

三
鷹
市
防
災
無
線
に
よ
り
、
恒
久
平
和

を
祈
る
１
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
広
島
原
爆
の
日

８
月
６
日
Õ
午
前
８

時
15
分

◆
長
崎
原
爆
の
日

８
月
９
日
–
午
前
11

時
２
分

◆
終
戦
記
念
日

８
月
15
日
œ
正
午

黙
と
う
に
ご
協
力
を

市では毎年、平和への願い

を込めて、小学生のみなさん

が描いた「平和の絵」と、市

民のみなさんの「平和へのメ

ッセージ」を載せて、「平和カ

レンダー」を作っています。

たくさんのご応募をお待ちし

ています。

◆応募資格 市内在住の小学

生（グループでの作成も可）

◆題材・大きさなど 題材・

材料・色とも自由（文字は入

れない）。Ｂ４判程度の横長。

◆応募方法 ９月６日–まで

に、市立小学校の児童は学校

へ、そのほかの学校に通う児

童は「〒181―8555三鷹市役所

企画経営室」へ郵送するか、

直接持参してください。

※応募者全員にカレンダー

を、入選者には記念品を差し

上げます。11月には全応募作

品の展示会を開催します。

平和のつどいや平和展など

の会場で、備え付けのアンケ

ート用紙にあなたの平和への

思いを自由にお書きください。

入選者には記念品を差し上げ

ます。

≥企画経営室ò内線2115

■平和の絵募集

■平和へのメッセージ募集

2003年 平和カレンダー
平和の絵・メッセージを募集中

杉
原
千
畝
（
す
ぎ
は
ら
ち
う
ね
）
は
、

ホ
ロ
コ
U

ス
ト
（
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
）
の
中
で
、
ナ
チ
ス
の
迫
害

か
ら
逃
げ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事
館
に
押

し
寄
せ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
見
殺
し
に

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
の
判
断
で

ビ
ザ
約
２
千
枚
を
発
給
し
ま
し
た
。
こ

の
ビ
ザ
に
よ
っ
て
、
６
千
人
も
の
命
が

救
わ
れ
ま
し
た
。

杉
原
千
畝
と
、
彼
に
助
け
ら
れ
た

人
々
の
軌
跡
を
、
世
界
８
都
市
よ
り
収

集
し
た
証
言
者
の
言
葉
に
よ
っ
て
解
説

し
た
展
示
で
す
。

「
勇
気
の
人
―
杉
原
千

畝
」
展
実
行
委
員
会
企
画
、

三
鷹
市
主
催
、
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
・
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
・
リ
ト
ア
ニ

ア
大
使
館
・
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
後
援
。

◆
同
時
展
示

三
鷹
に
咲

く
ア
ン
ネ

・
フ
ラ
ン

ク
の
バ
ラ

今

年

は
、
ア
ン

ネ
の
バ
ラ

が
日
本
に
や
っ
て
き
て
30
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
で
有
名

な
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
に
ち
な
ん
で
作

ら
れ
た
バ
ラ
に
は
、
彼
女
の
平
和
へ
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
３

カ
所
―
高
山
小
学
校
、
第
五
中
学
校
、

仙
川
公
園
―
に
咲
く
バ
ラ
を
紹
介
し
ま

す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５

8月9日–～16日–
（10日—・11日Àは休み）

午前9時～午後4時30分
市役所１階市民ホール

「
勇
気
の
人
―
杉
原
千
畝
〜
助
け
ら
れ
た
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展

平
和
展

平
和
展

平
和
展
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展
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展
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展
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平
和
展

平
和
展
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展

平
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展
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展
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展
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平
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展

平
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平
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平和のつどい　図書館の本棚から　�


